
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では、令和４年度からのＣＹＯＤ方式による一

人一台端末の活用に向けて、授業力学力向上委員会で

「山高オンライン学習利用ルール」を策定しました。 

オンライン学習としては、これまで５月中旬の中間

考査後から自宅学習日の生徒に Teams、Classi を活

用した双方向オンライン学習、オンデマンド授業配信

に取り組んできました。また、オンライン授業後は、

webテストやレポート課題の作成を通して、生徒の学

習理解度を把握してきました。 

授業力学力向上委員会のメンバーは、こうした各教科におけるオンライン学習の成果

と課題を分析し、①オンライン SHR、②オンライン授業、③学校行事における実践の

ポイントを「山高オンライン学習利用ルール」としてまとめました。 

６月１６日（水）の校内研修会では、授業力学力向上委員会からすべての教員に「山

高オンライン学習利用ルール」のポイントと活用方法について、Teamsを操作しなが

ら説明をしました。 

教員からは「ルールの策定により、生徒も教員

もオンライン学習に取り組みやすくなる」「職員室

で個別に相談していた内容を学校全体で共有する

機会になった」などの感想が聞かれました。 

 本校では、これからも「生徒ファースト」の理

念で、生徒が質の高いオンライン学習に取り組む

ことができるよう研修を重ね、更なる指導の充実

に努めていきます。 

（主幹教諭・細川 光洋、教諭・阪田 紫帆里） 
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